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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では，高齢者の健康増進と介護予防のための自己学習型ニーズ評価システム（プ
ロトタイプ）を開発した．このシステムは，個人が自分にとってなにが大切か，将来どう
ありたいかを明確にすることを支援する．本システムの利用により，高齢者は明確な目標
を自覚して各種の健康増進プログラムに参加できるようになり，プログラムの参加効果も
高まると予想される．この仮説は今後の実証研究で明らかにされる． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this study, the self-assessment system (prototype) for the promotion of health 
and the Preventive Long-Term Care in aged person was developed. This system supports 
setting the aim in the future. By the use of this system, the aged person can 
participate in various, healthy improvement program with the well-defined purpose. 
As a result, it is expected that the effect of participation rises. This hypothesis 
is clarified in the experimental study on the future. 
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１．研究開始当初の背景 
(１) 各地の市町村が健康増進教室や介護予
防プログラムを実施している．しかし，これ
らの事業が本来の効果を得ていないとする
報告がなされている１）．研究者自身もこうし
た事業に関わっているが，この経験を通して

感じた疑問が本研究の動機に繋がっている． 
 主な疑問は以下の２点である 
 介護予防プログラムに対し，参加した地

域住民はその意義を感じているのか，自
分にとって必要であると認識している
のであろうか？ 
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 介護予防プログラムが必要なのは，プロ
グラムに応募し参加する者よりも，こう
したプログラムに参加しない者の中に
いるのではなかろうか？ 

 
これらの疑問が杞憂ではないことを示唆

する報告が様々な形でなされている．そもそ
も介護予防教室は，要介護状態になるリスク
の高い高齢者への対応として，市町村に実施
が義務づけられている制度である．事前の予
測では，高齢者全体の５％が対象になると推
計されていた２）．しかし現在のところ実際に
参加する高齢者は 0.1％にも満たない。 
 

（２）人の日常活動の組織化を説明するモデ
ルである人間作業モデル（Model of Human 
Occupation，MOHO）３）では，人の活動を「意
志(Volition)」「習慣(Habituation)」「遂
行(Performance)」の３つのサブシステムか
らなる開放システムと捉えている．MOHO の視
点からすると，これまでの介護予防プログラ
ムは，主として「遂行」に働きかけるもので
あり，そこから「意志」や「習慣」への二次
的効果を期待している．だが，このやり方は
参加する「意志」が明確にある者に対しては
有効と思われる．しかし参加する「意志」が
弱い者については，十分な効果を期待できな
い． 
 
（３）研究者はこれまで，高齢者を支援する
取り組みを行ってきた．その中で，リスクを
持つ者の多くは参加する「意志」に問題があ
ること，従って介護予防プログラムの実施に
あたっては，まずプログラムに参加すること
のニーズと意義の自覚を促す「意志」へのア
プローチが重要であることを実感している． 
 
（４）現在，研究者は人口５千人強の地方自
治体と協力し，介護予防プログラムを展開し
ている．このプログラムの参加者達はまず
MOHO を学習し，「なぜ，いま自分は健康でい
られているのか」を「意志（価値感と興味）」，
「習慣（役割）」，「遂行」，「環境」の観点か
ら説明するよう求められる．次ぎに，自分が
これからより発展させたいこと，あるいは維
持しなければならないことを自己確認して
いただき，そのために必要な健康行動（ニー
ズ）を自己決定する．研究者はこの経験を踏
まえ，自己学習型ニーズ評価システムの暫定
版を作成し，試用を計画している． 
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２．研究の目的 
 介護予防プログラムの効果を高めるため
の自己学習型ニーズ評価システム暫定版を
運用してデータを蓄積し， 
①高齢者のニーズの特徴を明らかにする 
②システム改訂，および有効性を実証する 
          以上を目的とする． 
３．研究の方法 
 以下の３段階のプロセスで構成される，評
価システムの開発を目指す． 
 
 第１段階：自己の能力と価値観，興味，

習慣，役割（心身機能，活動，参加）の
確認－参加者は，自分の過去を振り返り，
自分のこれまでの「困難への対処法」，
「選択の判断基準」，「共時化したライフ
スタイル」，「興味関心の変遷」，「果たし
てきた役割」，「失敗と成功」などを自己
認識する． 

 第２段階：過去と現在の比較－参加者は，
現在の生活と第１段階で確認した過去
との比較を行い，本質的に維持したい自
身の能力や役割，生活習慣を同定し，そ
のための行動を計画する． 

 第３段階：ニーズの自己決定－具体的な
健康行動（ニーズ）を自己決定する． 

 
 開発に向けて次の手順で研究をすすめた． 
（１）自己学習型ニーズ評価システム（プロ

トタイプ）の開発 
  ①対象：介護予防プログラムへの参加を

希望した健常高齢者 40名 
  ②自己学習型ニーズ評価システム（暫定

版）の運用とデータ収集 
   ・主観的健康感とＱＯＬ（SF-36、

EuroQOL、OSA，ACAIS、OPHI-2） 
   ・興味チェックリスト，役割チェック

リスト，閉じこもり判定尺度 
  ③評価システムとしての有用性や問題

点の分析 
（２）自己学習型ニーズ評価システム（プロ

トタイプ）の実証テスト 
  ①対象：介護予防プログラムへの参加を

希望した健常高齢者 60名 
  ②コントロール群を置かない，非ランダ

ム化前後比較デザイン 
 
４．研究成果 
（１）健康増進プログラム参加者における

「価値ある作業」とその特徴 
 日々の作業（活動）に価値を見いだし，そ
れを認めることは生活の満足感のために重
要であり，人間は自分が従事する作業とそれ



 

 

に対して自分が与えた重要性によって，自分
の重み付けを判定する（Kielhofner,1985）．
故に価値ある作業の自己認識を促すことは，
健康に良い影響を与えると思われ，ニーズの
一つと考えられる．そこで，高齢者が日々の
作業に付与している価値の程度を明らかに
する目的で調査を実施した．調査は Fig1 に
示すワークブックを用いて行い，比較参考と
して，大学生にも同様の調査を行った． 
 その結果，大学生の作業は２，３程度の側
面で価値づけられているのに対し，高齢者の
作業はかなり多くの側面から価値づけられ
ており，相対的により価値の高い作業に従事
していることが分かった． 
 ニーズ評価システムの設計を考える上で，
「価値ある作業に着目する」という重要な示
唆が得られた． 
 
Fig 1 WORKBOOK  (Example of Mrs. A who 

           is a healthy older 

person)   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（２）高齢者の作業的健康状態「都市部と農

村部の比較」 
 自立高齢者の抱える日常の作業（活動）に
関する問題や課題（作業的健康状態）を明ら
かにする目的で，東京都内在住の高齢者 83
名および福島県只見町内在住者 85 名を対象
に，作業に関する自己調査（OSAⅡ）を実施
した． 
 その結果，「自分の能力を上手く発揮して
いる」は女性において問題有りが多く，「自
分を支え励ましてくれる人」は都市部で圧倒
的に問題有りが多いなど，性差，年齢差，地
域差の認められる項目が明らかになった（表
１）．また，“問題なし”が全くない対象者は
ほとんどおらず，多くの高齢者は何らかの問
題を抱えていることが明らかになった． 
 健康な高齢者であっても OASⅡにっよって
取り組むべき課題や問題を検出することが
でき，ニーズが明確になるが明らかとなった． 
 

表１ 高齢者の OSAⅡの結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）OSAⅡの妥当性と信頼性 
 OSAⅡは日常生活における作業に関するニ
ーズ調査に利用できる可能性があるものの，
日本人健康高齢者を対象とした信頼性，妥当
性の検討はなされていない．そこでラッシュ
分析による検討を行った． 
 その結果，ラッシュモデルへの適合度は



 

 

概ね良好であることが示され，OSAⅡが地域
で自立して生活する高齢者の評価尺度とし
て利用可能であると判断できる結果が得ら
れた．また，ラッシュ分析で算出された難
易度値により，「自分の能力を上手く発揮し
ている」「他人に自分を表現する」などが健
常高齢者において比較的難易度の高い課題
であることが明らかとなった（表２）． 
 この結果は OASⅡをニーズ評価システムの
核とすることの合理的な根拠と言える．尚，
本研究は先駆的取り組みが評価され，日本作
業行動学会の 2011年優秀論文賞に選ばれた． 
 

表２ 項目別難易度 
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